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１．適切な道路情報提供による道路交通の最適化

（１）本テーマの目的・全体像
・既存の道路ネットワークを有効活用するために、ドライバーの行動
変化を促し、道路交通の最適化を図るための適切な情報提供に
向けた『情報内容』『提供方法』等、情報提供システムの検討を
行う。

・既存の道路ネットワークを有効活用するために、ドライバーの行動
変化を促し、道路交通の最適化を図るための適切な情報提供に
向けた『情報内容』『提供方法』等、情報提供システムの検討を
行う。

ストレスフリー・ナビゲーション，
ストレスフリー・マネジメント，
安全運転支援
のための情報提供

•既存の道路ネットワークの最適
利用

• 個人に着目した経路選択に与
える情報内容の検討
[時間、費用以外の選択要素]

• 情報提供が行動変化に与える
影響の実証（ﾓﾆﾀｰ調査等）

•情報提供ロジックの検討
• ETC2.0データの活用に対する
改善事項、課題の抽出

•個人の嗜好性、付加価値
が高い情報を個別提供
⇒パーソナルナビゲーションの
導入

・ETC2.0のスポット増設、
改善

•各自の嗜好に応じたスト
レスフリーで移動できる社
会の実現

（これまでの検討内容） （当面の実施内容） （中期ビジョン）５年程度 （将来ビジョン）

社会最適化
経路誘導

• ダイナミックマップの必
要性を共有
・所要時間最小ルート
と実走行選択ルートの
相違を把握

• ETC2.0データを活用
した経路分析

《本テーマで目指すべき「情報提供」システム》

出発地 目的地

市街地
（渋滞・事故危険箇所）

推奨ルート

迂回ルート③

迂回ルート②

出発地

目的地Bルート

渋滞・事故発生状況
交通量 等

歩道有無
信号密度
沿道状況

幅員等

Aルート

【点呼・運行確認時】

【走行中】

利用者の嗜好性に合った情報を求められるタイミングで提供

走行性（幅員・規制）

《ストレス最小化ルートの提案》

《「道路政策への中間提言」との関連性》
3.1 平常時における実効性の高い道路空間マネジメント事例の蓄積
・さまざまな情報提供チャンネルの利用を促進し、ユーザ視点の情報提供を行う。
・情報提供方法の実効性を把握するため、ETC2.0特定プローブをはじめとする
道路利用者の交通行動記録と情報提供とを連動

【資料出典】名古屋COI拠点 交通・情報システムグループ
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（２）対策検討の方針
【 目 的 】 情報の『嗜好性』に着目し、人の行動変化の条件となる情報（時間・費用以外）の要素について分析。
【実施内容】 物流車両の運行管理者及びドライバー等へのヒアリング調査及びモニター調査（物流車両等の大型車）等の実施。
【 目 的 】 情報の『嗜好性』に着目し、人の行動変化の条件となる情報（時間・費用以外）の要素について分析。
【実施内容】 物流車両の運行管理者及びドライバー等へのヒアリング調査及びモニター調査（物流車両等の大型車）等の実施。

１．適切な道路情報提供による道路交通の最適化

H29：ニーズ把握
・物流業者・ドライバーへの
情報ニーズに関するヒアリング等
⇒業種・業態別に
情報に対して重要視する項目
の把握

例:所要時間情報 例:安全性(狭隘区間等) 例:代替路

【走行履歴と道路情報のマッチングイメージ】H30：データ収集・分析
・モニター車の走行履歴と、道路交通センサス等の各種情道
路情報をマッチング。

⇒所要時間最適化ルートと走行実績経路の比較
⇒経路選択要素※を分析
※信号密度、幅員、沿道状況等
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H31以降：情報提供内容・手法の検討

H31以降：モニターによる実効性の検証

・データ収集・分析結果を基にドライバーへ提供する「情報内容」や「提供手法」、「タイミング」等を検討
⇒利用者ニーズに応じた新たな情報収集・ツールの検討
⇒各機関が個別に収集している情報のパッケージ化による手法の着目 等

・モニター活用による情報提供に関する検証を実施。
⇒経路選択判断への影響・実際の行動変化等についてモニタリングを実施

【点呼・運行確認時】

80分
Aルート

○○円
50分

Bルート

○○円

【乗車・出発時】

【運行中】

アプリ

【交通情報】
・渋滞履歴
・渋滞予測
・事故危険箇所
・迂回路案内 等
【道路情報】
・信号連担保
・歩道有無 等

【交通情報】
・渋滞履歴
・渋滞予測
・事故危険箇所
・迂回路案内 等
【道路情報】
・信号連担保
・歩道有無 等

【行動変化等のモニタリング・分析】 【フィードバックヒアリング】

ヒアリングを実施
・経路選択判断への影響
・提供情報の有効性
等

１．適切な道路情報提供による道路交通の最適化

（２）対策検討の方針
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（３）過年度までの研究成果

１．適切な道路情報提供による道路交通の最適化

◆情報提供のニーズ把握（アンケート・ヒアリング）

・物流事業者及びトラックドライバーにアンケート・ヒアリングを実施し、“現状活用してる情報”と“その問題点”を把握。
・“嗜好性”として考慮すべき情報のニーズを把握し、分析に活用。
・物流事業者及びトラックドライバーにアンケート・ヒアリングを実施し、“現状活用してる情報”と“その問題点”を把握。
・“嗜好性”として考慮すべき情報のニーズを把握し、分析に活用。

■アンケート・ヒアリング結果（抜粋）

《ヒアリング結果》

N=83

搬出搬入時の
「時間指定有無」

経路指定の有無 運行区間分類別の経路指定有無

N=9（複数回答可）

N=72

※今後あれば良いと思う道路交通情報について

《アンケート結果》

《その他具体的な要望》
・簡単に道路情報が入手できる新たなシステムがほしい ・大型トラック走行可能な迂回ルートの複数選択肢 ・雪害時のリアルタイム情報

62%

47%

66%

4%

41%

21%

23%

3%

4%

7%

8%

12%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛知県内のみ

東海４県のみ

広域物流あり

N=29

N=17

N=26

N=75（未回答の8社除く）

a) 効果的と思われる道路
交通情報 b) 情報の必要度 c) 情報を欲しいタイミング d)欲しい情報を得たい媒体 e)どのようなタイミングでの活用が

想定されるか

1)渋滞や所要時間の
予測情報・過去の履歴情報

①大いに必要
②まあまあ必要

③あれば良い
④あまり必要ではない

⑤まったく必要ではない

①出発前の事前情報
②走行中のリアルタイム情報

③その他

①ホームページ等
②カーナビ・アプリ

③ラジオ
④道路情報板

⑤その他

①出発前の経路設定
②走行中の経路変更の判断

③その他

2)事故発生時等の
突発的な事象が起きた際の
渋滞増加・解消予測情報

①大いに必要
②まあまあ必要

③あれば良い
④あまり必要ではない

⑤まったく必要ではない

①出発前の事前情報
②走行中のリアルタイム情報

③その他

①ホームページ等
②カーナビ・アプリ

③ラジオ
④道路情報板

⑤その他

①出発前の経路設定
②走行中の経路変更の判断

③その他

3)交通規制等発生時の
迂回可能ルート

①大いに必要
②まあまあ必要

③あれば良い
④あまり必要ではない

⑤まったく必要ではない

①出発前の事前情報
②走行中のリアルタイム情報

③その他

①ホームページ等
②カーナビ・アプリ

③ラジオ
④道路情報板

⑤その他

①出発前の経路設定
②走行中の経路変更の判断

③その他

2
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1
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《物流事業者の要望》
【求められる情報】
・渋滞・所要時間の予測情
報（増加・解消予測含）

・突発事象等発生時の『安
全に走行できる迂回ルート』

【タイミング】
・事前 及び リアルタイム

【媒体】
・既存媒体含め、“迅速”に
得られるシステム

※トラック所有台数50台以上の250社を対象に実施

※ヒアリング実施可能企業のうち、「定期的な運行頻度」「運行区間」「「経路指定状況」を踏まえ、対象を選定（9社に実施）
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（４）今年度の研究内容
・モニター走行調査結果を基に、通常時と特異時の通行経路と、経路上の交通特性・道路構造等の各種データを紐付け。
・走行経路上の課題箇所を抽出し、道路利用者の提供情報に対するニーズを踏まえ、情報提供を必要とする場所を抽出（要情報提供箇所）。
⇒次年度以降の提供情報の具体化・情報提供下でのモニター走行実験への展開に向けた基礎データを作成

・モニター走行調査結果を基に、通常時と特異時の通行経路と、経路上の交通特性・道路構造等の各種データを紐付け。
・走行経路上の課題箇所を抽出し、道路利用者の提供情報に対するニーズを踏まえ、情報提供を必要とする場所を抽出（要情報提供箇所）。
⇒次年度以降の提供情報の具体化・情報提供下でのモニター走行実験への展開に向けた基礎データを作成

■経路決定判断を想定した“経路上の課題箇所(要情報提供箇所)分析”

出発地

目的地

市街地

《出発前》
■必要な情報
・ルート別の
所要時間等

経路判断

通常ルート

迂回ルート①

迂回ルート②

《経路選択可能ポイント(移動中)》
■要情報提供箇所：●●付近
■必要な情報
⇒この先のルート上の課題
・道路構造情報・通行止め情報・渋滞情報
⇒ルート①・②を選択する際に必要な情報

■分析時に紐付けるデータについて
指標 データ

一般交通状況
交通量・大型車混入率 トラカン・センサス

渋滞発生状況・旅行速度 ETC2.0

事故 事故発生箇所・交通規制時間 警察データ

工事履歴 工事箇所・時間・通行規制等 履歴データ

その他規制履歴 通行規制箇所・規制時間 履歴データ

気象条件 ・天候・雨量 等

道路構造 歩道有無・信号密度・沿道状況
幅員（5.5ｍ未満） センサスデータ等

対象OD

・走行距離 経路履歴等

・所要時間 経路履歴等

・高速道路料金 HP等

・燃費 算出

その他 時間評価値 ー

１．適切な道路情報提供による道路交通の最適化

事前情報

走行時のリアルタイム情報

経路
判断

※分析では、実際の走行時の情報（履歴）
を走行当時のリアルタイム情報として分析

・時間調整(場所・時間)
⇒ETC2.0より分析

※時間指定に伴う時間調整（車両待機の場所や時間）をETC2.0を基に分析し、適切な
情報提供を行うことで、待機状況の変化についても検証を想定
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２．大規模イベント時の円滑な観客輸送の実現（社会実験）

（１）本テーマの目的・全体像
・2019年ラグビーW杯の会場の一つとなる豊田スタジアムを対
象に、イベント実施時の観客移動予測に基づく時間分散・交
通手段変更・経路分散を促すTDM施策について、具体的
な方策を立案し、社会実験により実効性を検証し実装する。

・2019年ラグビーW杯の会場の一つとなる豊田スタジアムを対
象に、イベント実施時の観客移動予測に基づく時間分散・交
通手段変更・経路分散を促すTDM施策について、具体的
な方策を立案し、社会実験により実効性を検証し実装する。

《「道路政策への中間提言」との関連性》
3.1 平常時における実効性の高い道路空間マネジメント事例の蓄積
・ビッグデータや新技術等を活用して、交通の流れを把握・分析する技術を構築し
、交通手段別の利用経路やトリップ目的等を詳細に把握した上で、交通手段に
応じた道路の機能分担を行うことで空間を創出。

《イベント概要：ラグビーW杯》

出典：ラグビーワールドカップチケットポスター

《イベント時来訪者の機関分担率》 《機関別来場者時間分布》

［鉄道利用者］名鉄豊田駅・愛環新豊田駅 乗降客数データ※前週同曜日との差
［P&BR］P&BR実態調査 ※豊田市駅からのP&BR利用者は、鉄道・市街地駐車場とのダブルカウントとなる為、除外
［市街地駐車場］みちなび豊田満空履歴情報データより（駐車台数×平均乗車人数 ※駐車台数は前週同曜日との差・平均乗車人数は、市街地駐車場利用者アンケート結果より）
［イオン等周辺駐車場］豊田スタジアム周辺歩行者調査より イオン高橋店方面からの歩行者
［貸切バス・バイク・自転車］カウント調査

■出典

豊田スタジアム周辺の歩行者混雑状況 豊田市駅の鉄道利用者混雑状況
至 名古屋

国道153号(名古屋方面)の渋滞
《過去のイベント終了後の混雑状況》

＜課題＞市街地周辺駐車場利用に伴う市街地の渋滞や、短時間に集中する駅から会場までの歩行空間の集中などが課題＜課題＞市街地周辺駐車場利用に伴う市街地の渋滞や、短時間に集中する駅から会場までの歩行空間の集中などが課題
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２．大規模イベント時の円滑な観客輸送の実現（社会実験）

（２）対策検討の方針

《対象イベントの交通手段》

・2019年ラグビーワールドカップでの制約や実施環境（選手輸送の優先、ファンゾーンイベント実施など）を踏まえ、2018年に行われる類似イベントにおい
て「時間分散」「手段変更」「経路分散」の各施策について実証実験を行う。
・実施したメニューについて、効果検証を実施し、2019年ラグビーワールドカップの輸送対策に反映し、交通空間マネジメントによる空間を創出。

・2019年ラグビーワールドカップでの制約や実施環境（選手輸送の優先、ファンゾーンイベント実施など）を踏まえ、2018年に行われる類似イベントにおい
て「時間分散」「手段変更」「経路分散」の各施策について実証実験を行う。
・実施したメニューについて、効果検証を実施し、2019年ラグビーワールドカップの輸送対策に反映し、交通空間マネジメントによる空間を創出。

出典：ラグビーワールドカップ2019愛知・豊田開催ファンゾーン等・交通輸送基本計画

【～2017年度】 【2019年度】
・来場者実態調査の実施
・データ分析・課題抽出
・対策立案・検討
・関係機関協議

・効果分析
・改善策検討

ラグビーW杯
大規模輸送計画の実行

社会実
験計画
作成

社会実験
(6,11月)

【2018年度】
《スケジュール》

《実施メニュー位置図》

豊田勘八IC

鞍ヶ池PA
スマートIC

豊田藤岡IC

豊田東
IC上郷SA

豊田IC

豊田スタジアム
豊田駅周辺
有料駐車場

P&BR駐車場
勘八駐車場

P&BR駐車場
鞍ヶ池公園駐車場

P&BR駐車場
トヨタ本社駐車場

【広域図】

シャトルバス
勘八駐車場ルート

シャトルバス
鞍ヶ池公園
駐車場ルート

シャトルバス
本社駐車場ルート

交差点
〈主要渋滞箇所〉

交差点
〈事故危険箇所〉

〈ITSスポット・経コレ〉
ITSスポット

経路情報
収集装置

※ITSスポット・経路情報
収集装置は一般道設
置のみ表示

エリア
区間
踏切

スカイホール豊田

Ｎ

目的 実施メニュー 概要
時
間

分
散

①まちなか滞留施策 ・駅前広場・ファンゾーンにおける関連イベント
②情報提供（混雑実績情報） ・経路別時間帯別の混雑実績時間情報を発信（WEB)

手
段
変
更

③情報提供
（交通手段毎の比較情報）

・自家用車、P&BR、鉄道利用における手段毎の経路比較情報（料
金・所要時間・アクセス性等）を発信（WEB）

④情報提供
（リアルタイム交通・駐車場情報）

・交通情報、ライブカメラ（WEB)
・市街地駐車場及びP&BR駐車場の満空及び空き台数情報（WEB)
・市街地駐車場の満空及び空き台数情報（街中)

⑤P&BR駐車場予約 ・駐車場を事前に確保することで、市街地へ自動車の流入を抑制
経
路
分
散

⑥鉄道利用者の徒歩経路分散 ・スカイホール豊田においてファンゾーンイベントを実施し、駅から会場までの
歩行者経路を分散 ・豊田大橋及び久澄橋への適切な分散

⑦P&BRの拠点増設及び
バスルート分散

・P&BR駐車場として拠点を追加
・過去のイベント結果に基づき、バスルートを分散

《実施メニュー（案）》

【市街地拡大図】

：歩行者スタンプ
ラリールート

：豊田大橋への
集中回避

[会場]
：豊田スタジアム
[ファンゾーン開催]
：駅前広場
：スカイホール豊田
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◆システムの概要（案）
・イベント特設ページを開設
・代表的な交通手段（Ｐ＆ＢＲ、電車、車）での来場方法案
内及び、過去イベントでの混雑状況を加味した所要時間（遅れ
時間）情報を提供し、各自に最も有効な交通手段・出発時間を
選択可能にする

（３）実施メニューの検討
２．大規模イベント時の円滑な観客輸送の実現（社会実験）

・自家用車利用から、鉄道やパーク&バスライドへの転換促進を目的とした交通情報提供サイトの整備
・Ｐ＆ＢＲ、電車、車の来場手段をわかりやすく案内し、過去イベントでの混雑状況を加味した所要時間情報を提供
・自家用車利用から、鉄道やパーク&バスライドへの転換促進を目的とした交通情報提供サイトの整備
・Ｐ＆ＢＲ、電車、車の来場手段をわかりやすく案内し、過去イベントでの混雑状況を加味した所要時間情報を提供

※サイトイメージ

例：豊田ＩＣ経路における遅れ時間

【周辺の高速ICから市街地駐車場までのアクセス】

通常時所要時間：約14分



10

経路 開始3時間前 開始2時間前 開始1時間前 開始直前

豊田IC 13 18 23 19

豊田東IC 8 12 18 10

豊田松平IC 4 7 8 3

鞍ヶ池SIC 3 2 5 9

豊田勘八IC 0 0 3 3

豊田藤岡IC 1 1 2 1

八草IC 3 7 4 5

【参考】 遅れ時間の根拠

◆ETC2.0経路情報を活用した遅れ時間算出について

ETC2.0データ
分析範囲

Ｃ３

Ｅ１Ｅ１Ａ

Ｅ１

Ｅ１Ａ

豊田藤岡IC

豊田勘八IC

豊田松平IC

豊田東JCT

豊田東IC

東名三好IC

日進JCT

長久手IC
八草IC

市街地
駐車場

豊田IC

鞍ヶ池SIC

①イベント開催時に余分に要する所要時間（遅れ時間）算出の範囲及び経路 ②遅れ時間算出方法

豊田市街地周辺ICから豊田市街地駐車場へ向かう主な幹線道路について、
平常時と比較し、イベント開催時に余分に要する所要時間を算出

１．過去のイベント時と平常時の所要時間差を算出
過去のイベント：2017.10.6サッカー日本代表戦：観客4.5万人
平常時 ：2017.9月～11月の平日平均

余分に要する所要時間 ＝ イベント時の所要時間 ー 平常時の所要時間
（所要時間差）

２．分析使用サンプル
各経路の全区間利用したサンプルは少ない
→ 経路内のリンク毎の平均所要時間を積み上げて経路の所要時間とする

例：豊田東IC利用経路（開始2時間前：17時台）では、29のリンク毎の
平均所要時間の和が

（イベント時：1,639秒） ー （平常時：959秒）
＝遅れ時間差：680秒（11.3分） ⇒ 約12分の遅れ

出典：ETC2.0データ
平常時・・・平成29年9月-11月 平日16-20時
イベント時・・・2017年10月6日サッカー日本代表戦

＜余分に要する所要時間の算出結果（分）＞

豊田南IC



リンク1 リンク2 リンク3 リンク4 リンク5 リンク6 リンク7 リンク8 リンク9 リンク10 リンク11 リンク12 リンク13 リンク14 リンク15 リンク16 リンク17 リンク18 リンク19 リンク20 リンク21 リンク22 リンク23 リンク24 リンク25 リンク26 リンク27 リンク28 リンク29 全体

サンプル 209 113 279 227 310 325 307 302 281 247 323 332 333 326 527 403 353 417 520 392 381 358 395 404 369 272 227 275 378

所要時間 14秒 7秒 23秒 25秒 12秒 18秒 28秒 61秒 15秒 53秒 26秒 15秒 47秒 19秒 3秒 44秒 60秒 51秒 3秒 22秒 25秒 12秒 25秒 23秒 25秒 50秒 148秒 76秒 31秒 959秒

サンプル 3 1 5 5 6 5 6 6 4 4 7 6 8 9 9 11 13 14 18 15 16 17 17 18 16 12 11 13 13

所要時間 13秒 7秒 17秒 23秒 12秒 19秒 42秒 145秒 46秒 275秒 69秒 33秒 87秒 38秒 4秒 53秒 62秒 53秒 4秒 13秒 49秒 8秒 59秒 56秒 59秒 94秒 201秒 75秒 23秒 1639秒

平常時

イベント時

【参考】 ETC2.0経路情報データの取得数と算出方法

Ｃ３

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１Ａ

豊田藤岡IC

豊田勘八IC

豊田松平IC

豊田東JCT

豊田東IC

日進JCT

八草IC

市街地
駐車場

豊田IC

鞍ヶ池SIC

・平常時（2017.9-11月の平日17時台の合計）

～50
～100
～150
～200
200～

【凡例】

八草IC利用リンク別サンプル
最大：114、最小：35

豊田藤岡IC利用リンク別サンプル
最大：219、最小：61

豊田勘八IC利用リンク別サンプル
最大：219、最小：32

鞍ヶ池SIC利用リンク別サンプル
最大：219、最小：33

豊田松平IC利用リンク別サンプル
最大：311、最小：81

豊田東IC利用リンク別サンプル
最大：527、最小：113

豊田IC利用リンク別サンプル
最大：501、最小：142

Ｃ３

Ｅ１

Ｅ１

Ｅ１Ａ

豊田藤岡IC

豊田勘八IC

豊田松平IC

豊田東JCT

豊田東IC

日進JCT

八草IC

市街地
駐車場

鞍ヶ池SIC

・イベント時（2017.10.6 17時台（試合開始2時間前））

～5
～10
～30

【凡例】

八草IC利用リンク別サンプル
最大：6、最小：1

豊田藤岡IC利用リンク別サンプル
最大：10、最小：2

豊田勘八IC利用リンク別サンプル
最大：10、最小：1

鞍ヶ池IC利用リンク別サンプル
最大：9、最小：1

豊田松平IC利用リンク別サンプル
最大：7、最小：2

豊田東IC利用リンク別サンプル
最大：18、最小：1

豊田IC利用リンク別サンプル
最大：25、最小：2

豊田IC

◆ETC2.0経路情報のデータ取得状況例

◆リンク別取得サンプル数と平均所要時間（例：豊田東IC利用経路） 各経路の全区間利用したサンプルは少ない
→ 経路内のリンク毎の平均所要時間を積み上げて経路の所要
時間とする

例：豊田東IC利用経路は29のリンク毎の平均所要時間の和が
（イベント時：1,639秒） ー （平常時：959秒）
＝遅れ時間差：680秒（11.3分） ⇒ 約12分の遅れ

サンプルサイズ最大 サンプルサイズ最小

ETC2.0データ
分析範囲

リンク別サンプル数

リンク別サンプル数

11



平成29年秋から全国5地域において
ピンポイント事故対策を講じる実験を開始

■訪日外国人のレンタカー事故件数、利用者数の推移

13千人 14千人
17千人

28千人

3.0%

2.7% 2.7%

3.0%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

0

5

10

15

20

25

30

2012年 2013年 2014年 2015年

レ
ン
タ
カ
ー
利
用
割
合
（%
）

レ
ン
タ
カ
ー
利
用
者
数
（千
人

/年
）

レンタカー利用者数 レンタカー利用割合

利用者数
約2.2倍

中部国際空港におけるレンタカー利用者数

出典：国際航空旅客動態調査（航空局）に
おける年間外国人旅客数の推計値

・外国人のレンタカー利
用の多い空港がある
地域
・首都圏を除く地域
で先行的に実施

外国人の出国が多い空港への最終アクセスにおけるレンタカー
利用の状況

出典：国際航空旅客動態調査
（航空局）における年間外国人
旅客数上位10空港を対象とする
推計値

実験準備
（機材設置、体制構築等）

実験計画（案）の立案

データ取得、分析
（急加減速、事故発生箇所の分析）

効果検証
（急加減速の減少等の分析）

対策実施
（工事、情報提供、事後データ収集）

対策立案
（対策箇所抽出、対策検討）

C

D

P

第１回
H29.12

第２回

第３回

中
部
国
際
空
港

訪
日
外
国
人
観
光
客

レ
ン
タ
カ
ー
事
故

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
策
Ｗ
Ｇ

A

■レンタカー事故ピンポイント対策社会実験の進め方

H29.12~H30.3

H30.3~

H30.8~H30.10

H30.11~H31.3

H31.1~H31.3

ETC2.0車載器 80台
ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰ16台 設置

出典：（公財）交通事故総合分析センター

外国人事故件数
約2.9倍

３. 訪日外国人観光客レンタカー事故ピンポイント対策

（１）取り組みの経緯
・訪日外国人観光客の増加に伴い、外国人レンタカー死傷事故件数は約3倍に増加。中部国際空港からのレンタカー利用者も５年間で約2.2倍に増
加しており、早急な対策実施が求められている。
・急増する事故を防止するため、平成29年秋より全国5地域においてピンポイント事故対策を検討する社会実験を開始している。
・社会実験は、レンタカー事業者や警察、観光部局等と連携しながら、ETC2.0プローブデータ等を取得・分析して外国人特有の事故危険個所を特定
し、対策の立案・実施、効果検証を実施する。

・訪日外国人観光客の増加に伴い、外国人レンタカー死傷事故件数は約3倍に増加。中部国際空港からのレンタカー利用者も５年間で約2.2倍に増
加しており、早急な対策実施が求められている。
・急増する事故を防止するため、平成29年秋より全国5地域においてピンポイント事故対策を検討する社会実験を開始している。
・社会実験は、レンタカー事業者や警察、観光部局等と連携しながら、ETC2.0プローブデータ等を取得・分析して外国人特有の事故危険個所を特定
し、対策の立案・実施、効果検証を実施する。

12
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■対策検討の方針
想定される問題行動

（危険挙動）
対策メニューデータ

ETC2.0データ 等

加速度

急挙動（急ブレーキ）
・交差点内
・急カーブ
・渋滞末尾

うろつき経路

サイン類

サイン（英語・ピクトの併記）

速度抑制

カラー舗装

急ブレーキの減少

速度 速度オーバー

注意喚起パンフレット
（多言語）※

左折時の信号無視

追突注意看板

止まれ・一時停止看板

案内看板

減速喚起看板

簡易情報板

発話型情報提供

ハンドル急操作

対応課題

適切な経路案内

簡易情報板

左：（設置）九州地方整備局
右：（設置）沖縄総合事務局

※交通ルール・道路標識の理解促進
、危険箇所の案内

■対策メニュー例

国籍
日本での運転回数等
も考慮

■対策箇所の抽出

データ：ETC2.0特定プローブデータ（車両台数 n=32）
※今後、訪日外国人レンタカーの通行割合が高いルートにおいて、日本人ドライバーの挙動
等と比較を行い、外国人特有の危険挙動を抽出し、対策箇所を抽出予定

例：急減速発生箇所

高山

名古屋

白川

山間部でー0.4G以下の
強い急減速が多発

名古屋都心部で
急減速が多発

下呂

郡上八幡

32台中24台が高
山方面を周遊

中部国際空港

長島

鈴鹿
走行経路例①
走行経路例②
走行経路例③

３. 訪日外国人観光客レンタカー事故ピンポイント対策

（２）対策検討の方針
・対策箇所は、ETC2.0ﾃﾞｰﾀ等から急減速の多発箇所や走行速度の高い区間など外国人特有の危険挙動箇所を抽出。
・対策メニューは、急ブレーキの減少や速度抑制等課題解決に向け案内看板等のサインや注意喚起パンフレット作成等ピンポイント対策を実施予定。
・先行する九州地域等では、多言語表記、英語とピクトを併記するサインの設置が行われている。

・対策箇所は、ETC2.0ﾃﾞｰﾀ等から急減速の多発箇所や走行速度の高い区間など外国人特有の危険挙動箇所を抽出。
・対策メニューは、急ブレーキの減少や速度抑制等課題解決に向け案内看板等のサインや注意喚起パンフレット作成等ピンポイント対策を実施予定。
・先行する九州地域等では、多言語表記、英語とピクトを併記するサインの設置が行われている。


